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23 24 25 26 27 28
私立大学 105 128 177 253 314 347
公立大学 5 10 14 20 23 27
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３．いくつかの事例
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東京大学の「新図書館計画」
総合図書館と図書館前広場（完成イメージ）
本館
伝統ある本館は、外観を保
存したまま内部を全面改修
し、設備を現代化
別館B1F
ライブラリープラザ
能動的な学習・研究活動を支
援。学生や研究者の討論、共
同研究の発表の場として活用
別館B2-4F
自動化書庫
別館の地下40ｍ
に建設
300万冊の蔵書
を収蔵し、数分
で自動的に取り
出せる機能を搭
載
本館と別館の一体的な利活用
○本館は、伝統ある外観は保存したまま、内
部を全面改修する（耐震改修、老朽化対策、
機能高度化）。
○別館は、平成29年5月竣工、7月オープン。
ライブラリープラザは、学生の学習のほか
に研究者の交流活動にも活用できる複合的な
＜場＞となり、新たな価値創造の場となる。
自動化書庫には、本学の人文社会科学系分
野を中心とした紙媒体資料を集約する。デジ
タル化が進展しても価値が直ちに奪われない
紙媒体資料の後世への継承に加え、一元的な
アクセスを提供することで、紙媒体資料の直
接参照が研究上不可欠な人文社会科学分野の
教育・研究を一層推進する。
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東京大学総合図書館別館ライブラリープラザ
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 平成26年11月着工、平成32年度竣工（予定）
 本館改修工事中の代替サービス
平成29年度～ 学生の学習スペースの確保
開架図書16万冊の盛り替え
平成30年度～ 書庫資料約70万冊の待避、利用確保へ
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広島大学ライティングセンター
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https://www.hiroshima-u.ac.jp/wrc/mission
組織構成
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センター長（図書館長）
副センター長
（特任教授、図書館部長、シニアＵＲＡ ）
図書館、研究企画室
ライティングチューター
（大学院生 ＴＡ）
ライティング・アドバイザー・
フェロー
センター運営会議
アドバイザリー・ボード
学習支援
 学生の学術的な文章を書く力を育む
・ライティング相談(日本語文章、英語文章） ｂｙ チューター
・チューターは、教育学研究科の」大学院共通科目「学術文章の書き方
とその指導法」の単位を取得した大学院生から選考、ＴＡとして雇用し、
研修、OJTにより養成。
・利用数は毎年ほぼ１．５倍増加、利用者満足度も高い。
留学生が７０％を占める。
・他キャンパスからもskypeで利用可能
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研究支援
 研究成果の国際発信支援
・英語論文校正費を一部助成
・学内ジャーナルの国際発信力向上
英文抄録校正費を助成
電子ジャーナル化支援
二次情報DB（WoS、SCOPUS）への採録支援
・専任教員、アドバイザーフェローによる英語論文作成相談
・セミナー、ワークショップ（年間600～800人の参加）
・英語論文執筆リトリート
・ライティンググループの形成
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意義
 関連部署、他職種人材との共働
図書館職員、研究企画室URA、特任教員、院生チューター
限られた予算と人的資源
専門的な知識・スキルを持った人材がチームとなって機能
 グローバル化への対応
留学生支援
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図書館機能の拡張・発展
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利用
生産発信
資料の提供
レファレンス
情報リテラシー
ライティング支援機関リポジトリ
蔵書構築
電子リソースの整備
資料の組織化
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４．大学図書館と国立情報学研究所
との連携・協力
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協定書
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 国立情報学研究所と国公私立大学図書館協力委員会と
との間の包括的な連携・協力を推進
（１） バックファイルを含む電子ジャーナルの確保と
恒久的なアクセス保証
（２） 機関リポジトリを通じた大学の知の発信システム構築
（３） 電子情報資源を含む総合目録データベースの強化
（４） （１）～（３）に関する人材の交流と育成
（５） （１）～（３）に関する国際連携の推進
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国立情報学研究所のホームページより
JPCOAR
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JUSTICE
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５．国の施策
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科学技術・学術審議会 学術分科会
学術情報委員会
 第8期
「学術情報のオープン化の推進について（審議まとめ）」
平成28年2月
・公的研究資金による論文とエビデンスデータの公開方策
 第7期
「学修環境充実のための学術情報基盤の整備について（審議まとめ）」
平成25年8月
・アクティブラーニングに係るコンテンツやスペースの整備
 第6期（学術情報基盤作業部会）
「学術情報の国際発信・流通力強化に向けた基盤整備の充実について（概要）」
平成24年7月
・科研費「学術定期刊行物」の改善、オープンアクセスの推進
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http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/036/houkoku/1368803.htm
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/031/houkoku/1338888.htm
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/1323857.htm
第９期学術情報委員会
 平成２９年４月スタート
 審議事項
電子化の進展を踏まえた学術情報流通基盤の整備
と大学図書館機能の強化等について
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（１）学術情報流通に係る諸課題や基盤整備
・オープンアクセスへの対応と機関リポジトリの機能強化
・データ公開に関する連携の在り方
・識別子の活用促進
（２）コンテンツの電子化等を背景とした大学図書館機能の強化
・電子環境下における機能強化
・デジタル化された研究成果の保存・活用
・人材の育成確保
（３）大学における情報基盤の強化
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